
 

２
０
１
９
年
１
月
２
５
日

第
五
回
最
終
入
札
を
終
え
、

全
国
６
０
箇
所
の
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
受
注
企
業
か
ら

最
終
決
算
が
発
表
さ
れ
た
。 

そ
の
結
果
、
第
一
回
入
札

当
初
か
ら
独
走
を
続
け
て
き

た
任
侠
ザ
キ
ヤ
マ
組
が
７
億

７
０
０
０
万
を
超
え
る
の
利

益
を
上
げ
、
見
事
首
位
の
座

を
守
り
抜
い
た
。
ま
た
、
第

四
回
入
札
ま
で
、
第
三
位
と

不
調
で
あ
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
建

設
は
、
第
五
回
入
札
で
初
め

て
導
入
さ
れ
た
「
二
番
札
」

制
度
を
追
い
風
に
、C

razy 

C
h
am

a

に
に
じ
り
寄
る
形
で

追
い
抜
き
、
首
位
に
次
ぐ
格

好
と
な
っ
た
。
一
方U

n
ited

 

B
u
b
b
les

と
森
脇
キ
レ
ー
ト

は
「
二
番
札
」
の
波
に
乗
れ

ず
赤
字
を
計
上
し
た
。 

第
五
回
入
札
で
は
、
福
島

週
刊
ド
ボ
ク 
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最終決算任ザキ不動 
 

「二番札」導入で、ユニーク建設首位に次ぐ 
 

も
ま
た
、
本
来
、
物
質
の
出
た
り

入
っ
た
り
を
絶
え
ず
繰
り
返
し

て
い
る
、
単
な
る
物
質
の
「
澱
み
」

に
過
ぎ
な
い
▼
そ
の
生
物
を
生

物
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
生
命

の
体
に
内
的
に
生
み
出
さ
れ
る
、

あ
る
物
理
的
な
「
秩
序
」
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
保
た
れ

る
生
物
と
し
て
の
定
常
状
態
の

こ
と
を
「
動
的
平
衡
」
と
呼
ぶ
▼

近
年
、
建
設
業
界
で
は
様
々
な
潮

流
が
起
こ
っ
て
い
る
。
建
設
業
は

も
は
や
、
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
を

提
供
す
る
時
代
で
は
な
く
、
イ
ン

フ
ラ
の
持
つ
機
能
を
提
供
す
る

時
代
な
の
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
時

代
の
岐
路
を
前
に
、
澱
む
建
設
業

界
。
こ
の
生
命
体
も
ま
た
、
新
た

な
「
動
的
平
衡
」
状
態
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
▼
単
な
る
建
設

メ
ー
カ
ー
か
ら
生
ま
れ
変
わ
る

た
め
に
必
要
な
、
内
的
な
「
秩
序
」

と
は
一
体
何
な
の
か
？
Ｉ
Ｔ
系

の
企
業
の
存
在
も
あ
る
中
で
、
建

設
会
社
は
ど
う
振
舞
え
ば
い
い

の
か
？
▼
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
ラ

を
担
っ
て
き
た
と
い
う
矜
持
を

持
ち
、
新
時
代
の
建
設
業
の
姿
を

改
め
て
問
い
直
す
。
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ド
を
か
け
た
戦
い
は
、

も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。 

第
一
原
発
解
体
工
事
や
新
千

歳
空
港
耐
雪
強
化
工
事
な
ど

な
ど
予
想
純
工
事
費
７
０
億

超
の
事
業
が
注
目
を
集
め

た
。
ま
た
、
一
秀
ビ
ル
新
築

工
事
や
千
々
和
湾
干
拓
工

事
、
岩
波
湾
拡
張
工
事
な
ど

の
空
前
絶
後
の
超
大
型
工
事

で
は
、
第
四
回
以
降
入
札
数

を
制
限
さ
れ
て
い
る
任
侠
ザ

キ
ヤ
マ
組
以
外
の
四
社
全
て

が
入
札
を
行
い
、
各
社
し
の

ぎ
を
削
る
展
開
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
第
五
回
入
札
で
は
、

適
切
な
入
札
価
格
の
維
持
に

よ
る
企
業
育
成
を
目
指
し
た

落
札
者
決
定
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
最
低
入
札
価
格
を
提
示

し
た
会
社
で
は
な
く
、
最
低

入
札
価
格
の
次
に
低
い
入
札

額
を
提
示
し
た
会
社
と
契
約

を
行
う
「
二
番
札
」
制
度
が

導
入
さ
れ
た
。
起
死
回
生
を

赤
字
が
リ
ア
ル
だ
っ
た
ら

ど
う
な
っ
た
か
。
食
う
に
困

り
、
家
族
が
路
頭
に
迷
う
と

な
れ
ば
、
赤
字
受
注
し
て
で

も
糊
口
を
凌
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
結
果
、

確
か
に
国
民
は
安
く
イ
ン
フ

ラ
を
手
に
入
れ
ら
れ
て
ハ
ッ

ピ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
実
は
彼
ら
こ
そ
が
赤
字

受
注
し
た
本
人
で
も
あ
り
、

そ
れ
が
社
会
と
し
て
ハ
ッ
ピ

ー
か
。
完
全
自
由
競
争
が
行

き
着
く
の
は
勝
者
と
敗
者
の

二
極
化
で
あ
り
、
社
会
不
安

を
生
む
、
か
と
い
っ
て
共
産

主
義
で
は
発
展
が
阻
害
さ

れ
、
こ
れ
も
社
会
不
安
に
つ

な
が
る
。
公
共
調
達
と
は
、

両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
、
理
想
社
会
を
具
現
化
し

て
い
く
手
法
と
も
い
え
る
。 

入
札
ゲ
ー
ム
を
終
え
て 

千
々
和
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

六本木にオープン 

日本初！極上の RHA体験 
 

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法

則
。
世
の
中
の
す
べ
て
の

も
の
は
、
乱
雑
さ
を
増
す

方
向
へ
、
ば
ら
ば
ら
に
な

ろ
う
と
す
る
。
我
々
生
物 

建声人語 

紙
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
最
終
決
算
の
結
果
、

お
よ
そ
１
５
億
の
損
益
を
計

上
し
た
上
、
事
故
率
も
２

０
％
を
超
え
る
な
ど
、
前
代

未
聞
の
経
営
業
績
と
な
っ
た

森
脇
キ
レ
ー
ト
の
元
経
理
担

当
邉
木
薗
氏
よ
り
、
本
件
に

対
す
る
謝
罪
と
今
後
の
方
針

を
示
唆
す
る
コ
メ
ン
ト
が
発

表
さ
れ
た
。 

邉
木
薗
氏
「
こ
の
度
は
、
度

重
な
る
事
故
に
よ
り
多
く
の

皆
様
の
安
全
・
安
心
を
損
い
、

ご
心
配
・
ご
迷
惑
を
お
か
け

致
し
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

後
輩
た
ち
は
不
安
よ
な
。

森
脇
、
動
き
ま
す
」 

元
代
表
取
締
役
社
長
森
脇

氏
は
一
体
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
？
経
営
再
建
の

先
行
き
は
不
透
明
だ
。 

オークション理論による説明！ 

「二番札」が入札行動にもたらす影響 
第五回入札では、二番目に低い入札価格で入札した会社が落札する「二番札」が導入され 

た。異例ともいえるこの制度の導入が、各社の入札行動にもたらす影響は一体何だったのか。 

経済理論の一つ、オークション理論によれば、建設入札は他者に評価価格を提示しない状態 

で入札者を決める封印型オークションに分類される。この封印型オークションの中でも第四回 

までの最低価格による一般競争入札方式は、第一価格方式に分類される。この方式では、受注 

できるかどうかは、いわば運任せとなるので、ギャンブル性が高く、入札者はこの状況を避け 

ようとするので、談合が起きやすくなるという。一方今回導入された「二番札」は、第二価格 

方式と呼ばれ、抜け駆けをしてもしょうがないので、自分の評価値を正直に入札しようという 

インセンティブが高まり、逆に談合状態の抑止になるのだという。本入札ゲームでこの効果が 

現れたかどうかは疑問だが、いずれにせよ、入札における「目配せ」の存在を確認できたとい 

う点で、本入札ゲームで「二番札」を導入したことには一定の意味があったと言えよう。 

独自分析！ 

独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

任
ザ
キ
・
森
脇
キ
レ
ー
ト 

最
終
決
算
を
終
え
、
見
事 

に
単
独
首
位
に
輝
い
た
株
式

会
社
任
侠
ザ
キ
ヤ
マ
組
元
代

表
取
締
役
社
長
小
田
切
氏
よ

り
、
本
入
札
ゲ
ー
ム
勝
利
し

た
際
の
心
境
と
そ
の
戦
略
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
書
面

に
て
発
表
さ
れ
た
。
以
下
で

は
そ
の
抜
粋
を
記
載
す
る
。 

 

小
田
切
氏
「
弊
社
は
、
こ
れ

ま
で･

･
･
(

中
略) ･

･
･

た
だ
１

人
で
も
多
く
の
人
々
の
笑
顔

を
形
作
り
た
い
一
心
で･

･
･

(

中
略) ･･･

１
位
を
獲
得
で
き

た
こ
と
は
恐
悦
至
極
で
あ

る
。
社
名
の
『
任
侠
』
と
は
本

来･
･
･
(

中
略) ･

･
･

今
後
も
我

が
国
が
少
し
で
も
よ
り
よ
く

な
る
よ
う
に
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
あ
る
。･･･(
中

略) ･
･･

弊
社
の
入
札
ゲ
ー
ム

の
戦
略
は
、
『
全
獲
り
』
『
薄

利
多
売
』
『
単
純
化
』
の
３
点

に
集
約
さ
れ
、･･･(

中
略) ･･･

自
問
自
答
を
繰
り
返
す
毎
日

で
あ
る･･･

。
」 

こ
の
コ
メ
ン
ト
の
全
文
の

ほ
か
、
入
札
ゲ
ー
ム
に
つ
い

て
思
う
こ
と
に
つ
い
て
の
意

見
な
ど
も
発
表
さ
れ
た
。
別 

ー
ト
が
☆
２
つ
、
ユ
ニ
ー
ク

建
設
と

U
B

が
☆
１
つ
で
あ

っ
た
。
工
事
受
注
に
つ
い
て

は
任
侠
ザ
キ
ヤ
マ
組
が
受
注

件
数
２
２
件
、
受
注
実
績
は

１
３
３
０
億
と
他
と
二
倍
近

い
差
を
つ
け
た
。
逆
に
森
脇

キ
レ
ー
ト
は
受
注
件
数
最
下

位
と
な
っ
た
ほ
か
、
事
故
率

が
２
２
％
な
ど
、
体
制
が
疑

わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。 

現場の小田切氏 
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か
け
、
ユ
ニ
ー
ク
建
設
と

U
n
ited

 B
u
b
b
les

が
最
終
入

札
の
全
事
業
に
入
札
を
行

い
、
互
い
に
取
り
合
う
展
開

と
な
っ
た
が
、
１
３
件
の
事

業
の
う
ち
８
件
を
獲
得
し
た

ユ
ニ
ー
ク
建
設
に
、
「
二
番

札
」
獲
得
争
い
の
軍
配
が
上

が
っ
た
。 

最
終
的
な
格
付
け
は
、
任

侠
ザ
キ
ヤ
マ
組
が
☆
３
つ
、

C
razy

 C
h
am

a

と
森
脇
キ
レ 


